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梁
代
に
お
け
る
神
と
正
因
仏
牲
と
の
関
係

研
究
生

衡概係関のと性仏因正と神るけおに代梁

目
次は

じ
め
に

一二三四五六

神
の
用
語
に
つ
い
て

吉
蔵
著
作
に
見
ら
れ
る
六
朝
時
代
諸
師

の
見
解

開
善
寺
智
蔵
に
お
け
る
正
因
仏
性

法
安
法
師
に
お
け
る
正
因
仏
性

梁
武
帝
に
お
け
る
正
因
仏
性

霊
味
寺
宝
亮
に
お
け
る
正
因
佛
性

お
わ
り
に

筑
後
誠
邦

は
じ
め

に

仏
教
が
中
国
に
初
め
て
流
入
し
た
記
述
は
数
種
類
存
在
す
る
が
、
仏
教

が
よ
う
や
く
中
国
知
識
者
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
中
国
仏
教
教
学
と
言
い
得

る
も
の
が
で
き
あ
が
る
の
は
南
北
朝
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
知

識
者
層

の
多
く
は
仏
教
を
研
鎭
す
る
以
前
は
儒
教
や
道
教

の
研
究
者
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
中
国
に
か
ね
て
よ
り
あ

っ
た
神
滅
の

思
想
と
、
仏
教
側
が
輪
廻
転
生
に
よ
る
業
法
相
続
の
主
体
で
あ
る
神
の
不

滅
を
説
く
思
想
の
論
争
に
な
る
。

い
わ
ゆ
る
神
滅
不
滅

の
論
争
で
あ
る
。

筆
者
は
か
ね
て
よ
り
神
滅
不
滅
の
論
争
に
は
三
回
の
転
機
が
存
在
す
る
と

考
え
る
。

一
つ
に
は
業
法
輪
廻
に
関
し
て
論
争
が
な
さ
れ
る
時
期
、
二
つ

に
在
俗
信
者
に
対
し
て
業
法
を
出
家
者
に
対
し
て
浬
藥

の
因
と
し
て
説
か

れ
る
時
期
、
三

つ
に
さ
ら
に
進
ん
で
仏
性
も
し
く
は
如
来
像
と
関
係
す
る

思
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。

今
回
は
ま
ず
神
の
用
語
に

つ
い
て
、
仏
教
流
入
以
前
の
中
国
に
お
け
る

神
の
用
例
と
、
神
が
登
場
す
る
仏
教
経
典
の
用
例
を
概
観
し
、
そ
の
後
『
大

般
浬
藥
経
』
の
翻
訳
を
契
機
と
し
た
仏
性
思
想
に
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま

れ
て
い
っ
た
か
を
み
て
い
き
た
い
と
思
う
。
開
善
寺
智
蔵

(四
五
八
-
五

二
二
)
法
安
法
師

(四
五
四
-
四
九
八
)
梁
武
帝

(四
六
四
-
五
四
九
)

霊
味
寺
宝
亮

(四
四
四
-

五
〇
九
)
の
、
仏
性
を
初
め
て
定
義
づ
け
る
る

こ
と
と
な
る
梁
代
の
仏
性
説
か
ら
神
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
た
か
を

概
観
し
、
そ
の
詳
細
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

■

神

の

用

語

に

つ

い

て

神
と
い
う
語
が
、

い

つ
頃
か
ら
か
魂
と
同

一
視
さ
れ
た
か
は
、

こ
の
問

題
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

そ
の
理
由

は
、
今
回
は
究

明
し
な

い
が
、

こ
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の
論
争

の
発
端
が
儒
教
側
か
ら
か
仏
教
側
か
ら
か
と

い

っ
た
先
後
問
題
に

直
結
す
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

神

そ
の
物

の
成

り
立
ち
を

『
説

文
解
字
』
よ
り
見
て
み
る
と

「
天
神
ニ
シ
.ア

ゆ

引
コ
出
セ
ル
萬
物
弓
者
ナ
リ
也
。
杁
屍
示
昌
、
申

,
聲
ナ
リ
。
」

と
見
ら
れ

る
。

つ
ま

り

「
天
の
神

で
あ
り
、

万
物
を
創
造
す

る
者

の
こ
と

で
あ

る
。
示
偏

の
仲

間

で
、
申

の
音

で
あ

る
。
」
と

い

っ
た
意
味
合

い
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
説

文
解
字

の
解
釈

で
は
神
滅
論
争

の
根
拠

と
な
り
う

る
神

11
生
物

の
主

体

(魂

)
と

い
っ
た
意
味
を
持
た
な

い
こ
と
に
な
る
。

で
は
中
国
文
学

で
人
が

死
ん
だ
後

の
姿
を
表
現
す

る

「鬼
」
や

「魂
」

や

「魂
」
と

い
う
字
は

『
説
文
解
字
』

で
は
如
何

に
著
わ
さ
れ

て
い
る
かにん

と

い
う

と

、

「
鬼

」

に

つ
い

て
は

「鬼

人

,
所

"
蹄

ス
ル
爲

悸
り
鬼

ト
。

杁

睦
几

ふ
っ

二
、
由

ハ象
ン
ナ
リ
鬼
頭
↓
。
…
」
コ
蒐

陽
『
也
。
…
」
「塊

陰
神
也
。
…
」
(太

字

は
本
来

は
小
笈

文
字

)
と
あ

る
。

た

し
か
に

「鬼

」
と

い

っ
た
字
や

鬼

の
入

っ
た
字

に
は
神
と
な

に
か
関
係

の
あ

る
意
味
合

い
が
が
あ

り
そ

う
だ
が
、

漢
字

の
成

り
立
ち
を

調

べ
た
だ

け

で
は
ど
う
に
も
要
領
を
得

な

い
。

で
は
翻

っ
て
仏
教
が
流

入
す
る
以
前

の
神

(
神
に
類
す

る

「
精
」
)

の

　

使

用
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。

18

『
史
記
』

列
傳

巻

一
百
三
十

太
史
公
自
序

第
七
十

凡

ソ
人

ノ
所

W
生

ス
ル
者

ハ
神

ニ
シ
テ
也

、
所

〃
託

ス
ル
者

ハ
形

ナ
リ
也

。
神

大

三

つ

へ
い

用

フ
.
ハ
則

チ
端

キ
、
形

大

.
一一勢

セ
ハ
則

チ
倣

シ
、
形

神

離

ル
.
ハ
則

チ
死

す

。

死

者

ハ
不

レ
可

功
フ
復

タ
生

弓
、

離

.
タ
ル
者

ハ
不

レ
可

功
.
復

タ
反

ゆ
、

故

二

聖

人

ハ
重

騰

之

ヲ
。

由

け
テ
是

二
観

麻
レ
ハ
之

ヲ
、

神

ト
ハ
者

生

ノ
之

本

ニ
シ
テ

也

、

形

ト
ハ
者

生

ノ
之

具

ナ
リ
也

。

(『
史

記

』
第

十

冊

三

二
九

二
頁

人
行
-

十

行

、
中
華

書

局

一
九

五
九

年

)

こ
の

一
文
は

『
史
記
』

に
記
載

さ
れ
た
司
馬
遷
の
自
序

で
あ
る
。

つ
ま

り
紀
元
前
九

一
年
頃

の
神
と
形

の
記
述

で
あ
る
。

こ
の
部
分

で
は
司
馬
遷

の
父
で
あ
る
太
史
公
談
が
六
家

の
学
問

の
要
旨
を
表
わ
し
た
中

の
道
家

の

要
旨
と
し
て
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
述

べ
ら
れ
る
神
で
は
使
用
が
過
ぎ

る
と
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
が

述

べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
形
と
神
と
は
離
れ
れ
ば
死
と
な
り
、

元
に
戻

る
こ
と
が
な

い
と
神
滅
が
説
か
れ
る
。

こ
こ
に
登
場
す

る
聖

人
が
何

を
指
す

の
か
、
ま
た
何
を
重
ね

て
生

の

根
本

を
見

い
だ

し
た

か
は
定

か

で
は
な

い
。
た
だ
生
物
を
神
と
形
と

に

分
け
、
神
が

一
度
離
れ

て
し
ま
う
と
、

ま
た
生
じ
る
事
が
な

い
と

い

っ

た
神
滅
論

に

つ
な
が

る
理
解

は
、
仏
教

が
伝
播
す
る
以
前
よ

り
中
国
思

想

の
中
に
あ

っ
た

こ
と
は
間
違

い
な

い
。
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中

国
に
仏
教
が
流

入
し
た
と

き
、

こ
う

い

っ
た
神

は
経
典

に
訳

語
と

し
て
使

用
さ
れ
た
が
、

そ

の
理
解

は

『
史
記
』

に
登
場

す
る
も

の
と

は

違

っ
て
い
た

こ
と
は
想
像

に
難
く
な

い
。

で
は
次
に
仏
教
側
の
神
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
河
野
訓
氏
の
論
考
が
あ

　

る
の
で
、
そ

こ
に
あ
げ
ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
推
考

し
て
い
く
。

漢

訳
さ
れ
る
神

に
近

い
意
味

で
訳
さ
れ
た

「中
陰
」
も
し
く

は

「中
有
」

と

い

っ
た

訳
語
が
見
ら

れ
る
最

も
古

い
漢

訳
仏
典

は
後
漢

の
安
世
高

訳

『
道
地
経
』

で
あ

る
。
し
か
し

「中
」
や

「中
五
陰
」
と
訳
さ
れ

る
こ
れ

ら

の
語
は
不
滅

か
否
か
と

い

っ
た
事
は
説
か
れ
な

い
。
呉

の
時
代

に
活
躍

し
た
支
謙

の
訳
し
た
経
典

で
は
神

の
語
が
散
見
出
来

る
。

『
阿
難
四
事
経
』

人
初
之
氣
得絶
一

シレ

メ
テ

昌一親之
、ノ

来
生
以

セ
ル

ニ
、

ツ
テ

喜
悦

ヲ

、

豪
貴
貧
賎

為
ス

コ
ト

ニ

成
スニ

魂
神
空

己
カ

ス
ル

コ
ト
ヲ

、

困
極
乃

ハ
、

迷
惑
ヲ
〇
一

チ

皆
由以

腔
終

リ
テ
ニ

ツ

テ
レ

可
レ

O

ヲ
〇
一シレ

ヨ
リ在

得

来
リ

テ
、

ル
コ
ト

ニ

母

全
命

ノ

依
リ
テ

腹
中
因

愁
念

宿
行

L
Tル
ヲ
ニ

昌一
O

昌一
、

ノ

ツ
テ
ニ

一親
ノ

十
月
乃

之

日

、

復

吏
二

情
欲

チ
口艮

求

は

官
爵
俸
緑
、
國
土
珍
寳

高
徳
ノ
、

至
リ
テ
ニ

其
ノ

壽
終
昌一
、

生
チ

ノ

ス
o

切
リ
テ

身

ヲ
。

ハ
、身

二

無及
シレフニ

珍
賓

故
二

留
マ
レ
リ

ニ

世
間
二一
O

(『
大

正
』
巻
十

四
、
七
五
七
頁
上
段

一
四
行
-

一
九
行
目
)

『仏
説
四
願
経
』

佛
念
常孚
二

スニ傷
ヒ
テ
レ

ル

昌

ξ
、
二命

ヲ

入
、
、
'二

事徳ヲ
ルレ

、'

天
地
人
方

人
民

ヲ
、

ヲ
O
一
皆
當

飛
翔

淵随ヒニ
フ
レ

ハ

レ
為

昌
o其君

セ

ハ

レ

ノ二
シ
テ

、

善
凡
ソ

ノ

之
外

が

ん
け

つ

含
血

二

脇
畝

ノ死
ヲ
、
帽
蠕
動

人

狭
福

、ワ
、

死

富
樂
貧
賎
困
厄

二一
ノ、

生

シ
テ

ス
ル

生得

仕
宣

、
、

'

二
〇

萬
物
受

、

、

ノ骸
骨

五
道

時

、

ス
ル

レ

二一
O所

時
為

上

ニ
ナ
リ
テ

皆
由

ルレ

ル

コ
ト
ヲ

レ
求

ル
ナ
リ

ニ

不
、ノ

レ

ケレ
生

ヲ
、

生
得

し
よ
う
ら
ん

錆
燗

為
セ

ハ

レ

ニ
ョ
ツ
テ

レ
人天

ム
レ

ハ

ニ

ト
O

二
〇

二

皆
懐

自
在

シ
、

善為

官
位

宿

命

暢
。

スニ孝口
女ヲ

、
一

下
.上

クニ

ナ
ル
ヲ

o

一
リ
テ

リレ

善
悪
頂ー」

キ
ハ
ニ

シ

入
天ヲ、

一

憂
苦

リニ

二
、

與
レ

ヲ
〇
一

天

干
土
為

二一

セ

ハ
レ

O
ト悪

父
母

世
間

至
ルニ

ノ

二一
人

、

忠
信
積

公
侯
豪

貴

唱
。

(『
大
正
』
巻
十
七
、
五
三
七
頁
上
段

一
七
行
-

二
四
行
) 母

、
レ

支
謙

の
訳
経
で
は
魂
神
や
精
神
と

い
う
も

の
は
体
が
朽
ち

て
い

っ
て
も

残
り
、
そ
れ
ま
で

の
行

い
の
善
悪
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
違

い
が

あ

る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
要
点
を
と
れ
ば
輪
廻
転
生
を
中
国
の
孝
順

や
忠
信
と
い

っ
た
思
想
を
交
え

て
解
説

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
注



目
す

べ
き
は
東
晋

の
盟
曇
僧
伽
提
婆

の
訳

で
あ
る

『
増

一
阿
含
経
』

に
見

ら
れ
る
般
浬
藥

と

「神
識
」
と

の
関
係

で
あ
る
。

所
レ

著
ス
ル
O

彼
ノ

族
姓
子
、ノ

以
テニ

般
浬
藥
ヲ

當
昌

作
ス
ヘ
シ

n目

二

女

時
是
ノ

持
ヲ
〇
一

(『
大

正
』
巻

二
、
六
四

二
頁
下
段

一
一
行
-

六
四
三
頁
上
段

一
一
行
)
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『
増

一
阿
含
経
』

時是
二ノ

巻
十
九

婆
迦
梨
手
二

執

時
婆
迦
梨
以

弟
子
於
テニ

ノ

之

中

、

如
来
ノ

法
ノ

リレ
テレ

刀刀

所
作

中

時
尊
者
婆
迦
梨

此於寄封
ヲテニヒニ

已
リ
テ

便

無
鯨
浬

"

チ

比

丘
僧

精
舎
二一
O

當

者
婆
迦
梨

世
尊
告

大
聲

ノ

於
り二

、ノテニ界
ヲ

二一
O便

、,チ

ヲ
ヲ

巳自
非不思
スレ

トレ

有
漏
心

略

リ
O

一7

以
り束法

得睡昌
二

三ウ
日
守

而
般
浬
繋

前
後

於
爾

神
識

タ

マ
ハ
ク

ニ
乎

、

ノ

ノ
ヲ

團
邊

時
二一

所
在

諸
比
丘

又
在

世
尊
我
等
已

世
尊

ル
ヲ
ニ

何
昌一

日
レ
ノ

ク
O

所
在

二

見
唯O
タ

リ
ヤ
ト

ニヌ
ト
o

願
二
O光

ク

ハ

弊
ノノ

テニ

シ
テ

、受

信
堅
固

而
作
得

ケ
テ
レ

ル
モ
ニ讃
コ

ナ
ル
ヲ

一
是
ノ

悪
利

ヲ

持
念ヲ噌

而
取

是
五
盛
陰

心
解
脱

ス
O

セ
ラ
レ

、

シ
タ
ル

爲

至

シレ

ヲ
O

不
レ

ル

コ
ト
ヲ

ニ

ヲ

゜

°

°

一

ヲ
O

爾

(中
略

)

リ
タ

マ
ヘ
リ

ニ

刀
ヲ

自
ラ

山東
ス
O

繹
迦
文
佛

得

善
利

命
終

(中

略
)

ノ彼

魔

波
旬

、
欲

ス
ヤ
ヲ

一
レ

在

汝
等
頗

径
キ

コ
ト
〇

一

ル

(中

略
)

世
尊

世
尊
告
ケ
テ

説日

闘
ノ
ト

ニ

聞
何
盧

ク
ヤ
三

此
二闇ノ
O

ヲ
〇
一●

●

●

ハ
O是知
ノノリレ

時
尊
者
婆
迦
梨

ノ

是
ノ

時
世
尊
、

婆
迦
梨
比
丘
.

協
得

"

精
舎

諸
比
丘
封

キ
タ

マ
ハ
ン
ト

三
ク

O

是
ノ

ヘ
テ

ノ日
ト

知
ル

コ
ト
ヲ

ニ

(中
略
)

之
中

ク
O

昌口女

有ゆ

尊ル
ヲ
ニ是

時
尊
者
阿
難
白

婆
迦
梨
比
丘

婆
迦
梨
比
丘
ノ

ノ

神
識
神
識

、ノ

永
ク

ノ

シニ
ノテ爲

無
シレ

こ
の
箇
所

で
は
比
丘
で
あ

る
婆
迦
梨
が
自
殺
を
し
な
が
ら
も
最
終
的

に

は
般
浬
藥
す
る
。
そ

の
場
合
、
神
識

の
存
在

こ
そ
否
定

し
て
い
な
が
、
般

浬
繋
後

の
神
識
は
ど

こ
に
も
存
在

し
な

い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
支
謙
訳

の
経
典
類
に
お

い
て
輪

廻
転
生
や
業
報
に
よ

っ
て
受
け
る
禍

福
が
述

べ
ら
れ
る

一
方
、
盟
曇
僧
伽
提
婆
訳

の

『
増

一
阿
含
経
』

で
は
輪

廻
転
生

か
ら

の
解
脱
に
よ

っ
て
神
識
は
執
着
す
る
と

こ
ろ
を
失

っ
た
と
説

か
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
神
識
は
般
浬
繋
前

に
は
そ
の
存
在
は
否
定
さ
れ
ず
、
般

浬
繋
後

に
い
た

っ
て
も
明
確

に
は
否
定

は
さ
れ
な
い
ま
ま
執
着
が
無
く
な

る
こ
と
が
説
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
う

い
っ
た
経
典
に
よ
り
神
滅

不
滅

の
論
争
が
儒
教
側
と
仏
教
側
に
よ

り
お

こ
な
わ
れ
る
。
そ
う

い

っ
た
六
朝
時
代
よ
り
前
に
こ
れ
ら
輪

廻
転
生

が
登
場
す

る
経
典
が
訳
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
注
目
し
て
お
く
べ
き

で
あ

ろ
う
。
と

い
う

の
も
先

に
挙
げ

た
よ
う
に
神
と

い
う
思
想
は
有

し
て
い
た

も

の
の
、
輪

廻
転
生

の
思
想

を
有
し

て
い
な
か

っ
た
中
国
社
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
経
典
が
業
報
を
伴
う
輪

廻
転
生
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
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ま
た
現
存
す
る
神
滅
神
不
滅
論
争
を
明
確
に
し
め
し
た
も
の
が
牟
融
の

『
理
惑
論
』
(
二
五

一
年
成
立
)
で
あ
る
が
、
伊
藤
氏
は
そ
の
中
に
出
て

く
る
神
不
滅
説
は
支
謙
訳
の

『太
子
瑞
応
本
起
経
』
か
ら
き
た
も
の
で
あ

　

る
と
し
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
中
国
社
会
に
仏
教
が
根

付
い
て
い
く
当
初
は

『
増

一
阿
含
経
』
の
よ
う
に
般
浬
藥
を
目
的
と
し
た

業
報
輪
廻
説
よ
り
も
、
支
謙
訳
経
典
類
の
よ
う
に
来
世
で
の
楽
果
を
求
め

る
業
報
説
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
業
報
説
の
受
容
は
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
中
国
社
会
が
求
め
て

い
た
思
想
と
関
係
し
て
お
り
、
仏
教
思
想
が
更
に
研
究
さ
れ
、
仏
教
自
体

の
目
的

(般
浬
盤
()
が
究
明
さ
れ
る
の
は
盧
山
の
慧
遠
が
活
躍
す
る
頃
に

な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
今
回
は
紙
面
の
関
係
と
と
も
に
、

い
ま
だ
著
者
の
理
解

が
不
十
分
な
盧
山
の
慧
遠
時
期
の
神
不
滅
論
に

つ
い
て
は
別
項
に
譲
り
、

本
稿
の
目
的
で
あ
る
梁
代
の
人
師
た
ち
の
説
を
ま
と
め
た
階
の
吉
蔵
著
作

か
ら
当
時

の
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

三

吉

薩
著

作
に

見
ら
れ

る
六

朝
蔚
代

諸
師

の
見
鰐

六
朝
時
代
よ
り
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
く
神
滅
神
不
滅
の
論
争
を
個
々
に

取
り
上
げ
る
と
紙
面
を
要
し
煩
雑
と
な
る
の
で
、
嘉
祥
大
師
吉
蔵

(五
四

九
-
六
二
三
年
)
の

『
大
乗
玄
論
』
に
残
さ
れ
た
六
朝
時
代
を
代
表
す
る

諸
氏
の
仏
性
説
か
ら
神
に

つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
こ
の
箇
所
は
常
磐
氏

の
研
究
か
ら
、
次
の
よ
う
な
説
が

『
大
乗
玄
論
』
『
三
論
略
章
』
に
は
残

　

さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
常
磐
氏

の
説
を
ま
と
め
る
と
次

の

よ
う

に
な
る
。

番
号

一二三四五六七八九十十

一

十
二

正
因
仏
性

衆
生
六
法

(五
陰
と
假
人
)

心冥
伝
不
朽
の
性

避
苦
求
楽

真
神
阿
梨
耶
識
自
性
清
浄
心

當
果
の
理

得
仏
の
理

真
諦
第

一
義
空

中
道

諸
氏
名

荘
厳
寺
僧
曼

未
詳
開
善
寺
智
蔵

・
数
論
師

未
詳

・
摂
論
師

霊
味
淳

・
光
宅
寺
法
雲

璽
味
高
高

未
詳

・
地
論
師

古
来
の
諸
師

法
嗣
者
零
根
僧
正

和
法
師

・
小
亮
法
師

北
地
諸
大
乗
師

(北
地
古
三
論
家
)

河
西
道
朗

・
曇
無
識

・
吉
蔵
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こ
れ
ら

の
説

の
根
拠
は

お
も
に
吉
蔵

『
大
乗
玄
論
』

等
の
吉
蔵
著
作
に

依

る
と

こ
ろ
が
多

い
。

し
か
し
そ

の
後

の
研
究
に
よ
り
慧
均

の

『
四
論
玄

ゆ

義
』
等

か
ら
さ
ら
に
人
師
が
特
定

さ
れ
て

い
る
。
吉
蔵

の
正
因
仏
性
説
は

始
有

・
本
有

・
そ

の
ど
ち
ら
も
含

む
説

の
三

つ
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
始

有
説
を
提
唱

し
た
道

生
等
と
、
本
有

説
を
提
唱
し
た
慧

観
等

の

一
派
は
仏

性
に

つ
い
て
論
難
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。

と
も
あ
れ
こ
れ
ら
の
情
報
に
よ

り
、
神
に
関
わ
る
仏
性
義

を
提
唱
し
た
幾
人
か
の
人
師
を
特
定
す
る

こ
と

が
可
能

で
あ
る
。

22
四

開

善
寺
智

蔵

に
お
け

る
正

因
仏
性

心
を
正
因
仏
性
と
位
置
づ
け
る
開
善
寺
智
蔵
の
説
は
次
の
よ
う
な
も
(

で
あ
る
。

吉
蔵

『
浬
藥
経
遊
意
』

第
三
開
善

更不果二一
二

無
ル
ヲ
レノ

シニ有

、'

具

二
腔

一

ラニ

之
理

テレ

種

二
O

神
明

O

二

此
畳
起

有但、レ
レ'

リニタ下

二
義

冬知定
テニ

一
O

雨
義

ン
テ

本
有
時
名

ノテ

若義爲
シ

一ヲ一

ニ
ハ

成
有

ナ
リ
o

ス

ノ
ミ

ニ

者
本
有
。

中

レ

ハ

ニ

定
ス
ル
ノ
ミ

神
明

但
タ

始
有

約
ト
O

セ
ハ
ニ

二
之
り貝
チ

"

ニ
ハ

者
始
有

耳

。

本
ヨ
リ

欲来

萬
行
圓
満

大
経
二

具
昌

セ

ハ

レカ
タ

ナ
ル

有
リニ

ナ
リ
O

明有
サ

ン
ト

レリニ

當

金
剛
心

二
文
O

木
石

チ

(中

略
)

ノ

本
有

有
ラ
ス
レ

之
流

ノ

義

果

。

ヲ一

無
成

ナ

リ
O

故
ノ

若

昌

知

之
理

シ

ン
ヌ

佛
性
具

ナ
リ

O

於
佛
則
チ

則

チ
始

有

ノ
義

ナ
リ
也

。

二

有
▼,

リニ

此
衆
生
必

今
利
ス
レ
ハ

ニ

ス是
雨
義
磨

ノ

ニレ

O
作

若

ル

ヘ
シ

レ

因

中

↓
、

(『
大
正
』
巻

三
八
、
二
三
七
頁
下
段

=

行
-

下

シ佛
定

卜

O

ム
レ

ハ

ニ

因
中
未
砂

段
二
四
行
)

す

で
に
前

に
挙
げ

た
富
貴
原
氏
も
述

べ
て
い
る
が
、
開
善
寺
智
蔵
は
仏

性
に
は
本
有

・
始
有

の
両
方

の
側
面
を
有
し

て
い
る
と
い
う
説

を
打
ち
出

し
て
い
る
。
ま
た
無
情

で
あ
る
木
石

の
類
は
成
仏
す
る
こ
と
が
な
く
、
た

だ
衆
生
が
仏
と
な
る

の
で
あ
る
。

こ
の
智
蔵

の
説
で
は
神
明

の
有
無
が

一

つ
の
問
題
と
な

っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
も
し
神
明
が
有

る
と
定
義
す
れ

ば
当
果

の
理
、

つ
ま
り
前

に
挙
げ

た
表

の
八
番
目
の
説
と
な

る
。

し
か
し

万
行
を
円
満
し
な

い
と
完
成

し
な

い
金
剛
心

の
立
場
に
立

て
ば
逆

の
始
有

説
に
な

る
。

ま
た
無
情
が
成
仏
す
る

こ
と
な
く
衆
生
が
成
仏
す
る
説
を
本

有
説
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
明
は
有
情
無
情

の
情

に
あ
た
る
も

の
と

考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
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置

法
安
法

師

に
お

け
る
正
因

仏
姓

こ
の
冥
伝
不
朽
の
性
に

つ
い
て
富
貴
原
氏
は

『
四
論
玄
義
』
に
記
さ
れ

ゆ

た
中
寺
小
安
法
師

は
法
安
法
師

の
説

で
は
な

い
か
と
し

て
い
る
。

し
か
し

な
が
ら
そ

の
典
拠

は
不
明
で
あ

り
、
道
仮
と
論
争

し
た

こ
と
で
本
有
説
論

者
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た

『
善
戒
経
』
や

『
地
持
経
』
な

ど
に
冥
伝
不
朽

の
用
が
説
か
れ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接

に
は
ど

の

人
師

の
説
か
は
見

い
だ
せ
な

い
の
で
あ
る
。

こ
の
箇

所
を

『
大
乗
玄
論
』

に
見
て
み
る
と
、

こ
こ
で
も
神
と

の
関
わ
り
が
看
取
さ
れ
る
。

が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
、
心
と
神
明
と
が
似
通

っ
た
も

の
と

の
認
識
が
存

在
し
た

こ
と
に
な

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
神
に
冥
伝
と
記
さ
れ
た
密

か
に
伝
わ
る
性
が
あ
る
と

い

っ
た
見
解

　

は
盧
山
の
慧
遠
の
時
期
に
す
で
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
な
ら
ば
冥
伝
と
は
神
不
滅
論
争
に
際
し
て
登
場
す
る
業
報
の
主

体
と
し
て
の
神
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
不
朽
の
性
は
梁
武
帝

の
見

解
に
も
登
場
す
る
。

　後筑く係関のと性仏因正と神るけおに代梁

吉
蔵

『
大
乗
玄
論
』

第

四
師

ハ
以

以
テレ

心
ヲ

爲

冥
傳
不
朽

テニ

冥
傳
不
朽

ス

コ
ト
ト

ニノ

正
因

之
性
、

L
じO

ヲ一

爲何
ク

ノ
苛

.三

スニ

正
因
佛
性

ナ
レ

ハ

・レ
』止
ノ

者

、

用
ヲ

ト
O

今
直

爲

二

ス
コ
ト

ヲ

ニ

此明
ノ

シ三

繹
、'

神
識

正
因
ト一

異二
耳

。

ナ
ル
三有
前

ノ

ル
コ
ト

ヲ

ニ

(『
大

正
』
巻
四
五
、
三
五
頁
下
段
四
行
ー

五
行
)

こ
こ
で
注

目
す

べ
き
は
、

冥
伝
不
朽

と
は
神
識

の
性
質
も
し
く
は
働
き

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
ま
た
前

に
挙
げ
た
心
を
正
因
仏
性
と
す

る

説
と
は
異
な

る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
心
と
冥
伝
不
朽
が
異
な

っ
た
も

の
で
あ

る
が
、
同
じ
も
の
と
見
る
間
違

っ
た
見
識
を
起

こ
さ
せ
な

い
た
め
に

一
言

し
て
い
る
の
で
あ

る
。
言

い
換
え
れ
ば

そ
う

い

っ
た
見
識

六

簗
武

帝

に
お

け
る

正
囚
仏
惟

先
に
挙
げ
た
心
と
神
明
と
を
記
載
し
、

を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
あ
る
。

梁
武
帝

『神
明
成
仏
義
』

経
昌

云

明
轄
求殊一
ム

、

ク
、

ス
レ

ハ

ナ
ル
o

ナ
ル

何

b
明貝

殊
本

チ
、ノ

為
攣

ト
ナ

レ

ハ

ナ
レ

ハ

レ

ト

ハ

者

レ

ハ

ニ

シ
テ

者
、

正
因

成

用
自

、

口艮
チ

ラ

レ
ト
レ夫有

一
明

レ

終
ト
O

b
ル
モ
ニ

無
明
ノ

、'

昌

成
案
為
四

興
摩
神
明

神
に
は
不
朽

の
性
を
有
す

る
文
.

ス
ト
ニ

ス
ル
ニ

ニ

用
、

'

ナ
リ

一 レ

也

、
佛
果
此本ナル
ノ

ワ
〇
一経

ノ
0本

ノ
ノ

又
言

意本
、ノ

ヲ
、
一

之
性
一、ノ

ク

、
理
如

ナ

レ
ト

モ

不

…

(中

略

)
…

若シレ
シ可
無キカレ

而
用

ル
ナ
リ

レ
此
顯

、ノ

移

7
。

力

昌
ス
レ

ニ

、ノ
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無
明
然

ヲ一

リ

ト
O

善
悪
果
シ
テ

前
悪
莫

口艮

是
神
明

シ

ナ
リ
O

前
心
作

乏

理
大

無、'
キ
ナ
リ

レ

ケ

レ
ハ

ニ自改

於
往
因

未
タニ

曾

咬
然

テ
二一

,7

一
滅

ヒ

二

ナ
ル

ス
モ
ニ

ス
ル
モ

ム
ル

コ
ト
O

O異

タ
リ
O

本

神
明

無
間

リ

、、

惑
識

ノ

ノ

性
、ノ

重
悪
不

ヲ
、
一

ル
ナ
リ

レ

遷
一フ

後
識
起

而
前
後
相
去

安
、ノ

ソ
不
尋奢
ン
ヤ
ニ

ル
ナ
リ

レ

(中

略
)

善
悪
交
謝

ナ
ラ
一随
　

。

げ

境
昌

以
、ノ

テ
ノ

F二

遷
謝
生其

ス
ル

スニレ

平用
故
昌

口女
移

キレ

ラ
O故

現
境

ノ、

ル
モ

此
二

ヲ
〇
一

本
不

甚
ノ

也

。

タ
セ

ハ

ニ
迫

相
績

後
善
知

ル
ヲ
一
レ

、ノ

ン

ヌ

、

而
モ

断

セ

生
死
可
キ

ハ
レ

何
ヲ

非
想

ル
ナ
リ
O

ヲ
〇
一
錐b
モレ

以
ノ

是
生

テ

知
妙
善

二

斯知

ス
ル
ト

ノ

ル
ヤ
レ

ヲ
、
一用

ン
ヌ
、

二

闇

心

ハ

生
滅
遷
攣

、'

為

故

二
、

盤

ス

二二

其

.

成
佛

明

ナ
リ

、'
本

、
、

ノ

　

。

へ
一

之
理

(『
大
正
』
巻

五
二
、

五
四
頁
中
段

一
六
行
-

下
段

一
九
行
目
)

　

こ
の
箇

所
で
は

「
又
日
」
と

し
て

『
南
本
浬
繋
経
』

「如
来
性
品
」
を

　

引

用
し
て
、

心
の
本
源
と
し
て
神
明
を
定
義
す

る
。
そ
し
て
心
は
生
滅
変

化
す
る
働
き

(
用
)

で
あ
る
と
す
る
が
、
本
源
た
る
無

明
の
神
明
に
は
変

化
が
無

い
と
す
る
。

こ
こ
で
武
帝

は
相
続
す
る
業
報

の
主
体
を
神
明
と
表

現
し
、
さ
ら

に
成
仏

の
理
と
し
て
い
る

こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
説
を
富
貴

原
氏
は

『
四
論
玄
義
』

に
も
と
つ

い
て
本
有

の
仏
性
と
し
て
い
る
。

こ
こ

か
ら
は
心
に
は
無
明

の
心
神
が
あ
り
生
滅
す
る

こ
と
な
く
相
続
し
て
い
く

体
が
存
在
す

る
こ
と
は
読
み
取
れ

る
。
富
貴
原
氏
が
典
拠
と
し
た

『
四
論

玄
義
』

は
次

の
も
の
で
あ
る
と
推
測
す

る
。

慧
均

『
四
論
玄
義
』

第
四
正
因
物嬰

二ノ

ト

ハ
O

ヲ
〇
一

義

ナ
リ
。

梁
武
薫
天
子

髄

↓
。

此故

木
石
等
昌一

二
ノ

已
在

意

。

ノ

義

.

リ
テ
ニ

身
内

因
中
已
二

大
経
如
来
性
品

一
切
衆

生

二

為
スレ

異

ト
。

有
リニ

亦
出

b二一
、

有
二リニ

有
コ
テ

則

チ

不
失

異

真
神
ノ

ナ
ル
ニ

ノ

之

性

一、

真
神
ヲ

為
コ

於
木

石
等

ノ
非

心
ノ
性

性

一
。

故
二

能
ク

得

真
ノ

佛

ノ
初

二
云
ク
。

我
ト
ハ
者

即

チ
是

如

来

藏

.

佛
性

ス
ナ
リ

ニ

二
諦
P艮

ノ

チ外
是

我

.
義

ナ
リ
。

二一
O

亦
是
小
亮
ノ

即
チ
於

氣
.ナ

リ

テニ
ノ

也

。

(『
続
蔵
』
巻
四
六
、

六
〇

一
頁
中
段
二
〇
行
-

下
段

一
行
)

こ
の

『
四
論
玄
義
』
か
ら
、
梁
武
帝
は
真
神
を
正
因
仏
性
と
す
る
説

に

読
み
解
く
方
が

で
き
る
。
ま
た
小
亮

つ
ま
り
宝
亮

の
説

に
お
け
る
気
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
先

に
挙
げ

た

『
神
明
成

仏
義
』
と
考
え
合
わ

せ
る
と
、

こ
こ
で
不
失

の
性
と
し
て
い
る
も

の
が

『
神
明
成
仏
義
』
に
お
け
る
神
明

の
性

で
あ
ろ
う
。
『
神
明
成
仏
義
』

で
は
不
遷
が
不
失

の
意
味

で
理
解
さ

れ

て
い
る
も

の
と
考

え
る
。

つ
ま

り
梁
武
帝

は
心
に
は
た
ら
く
不
失

の
性

質
を
有
す
る
も
の
、

つ
ま
り
本
有

の
真
神
が
正
因
仏
性
と
な

っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

先

に
挙
げ
た
法
安
法
師

の
説
と

の
違

い
は
そ
の
性
を
正
因
と
す
る
か
、
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そ

の
性
を
有
す
る
神
明
事
態
を
正
因
と
す

る
か
で
あ
る
。

七

霊
蘇
寺

富
亮

に
お

け
る

正
因
佛
性

真
神
を
正
因
仏
性
と
す
る
説
を
打
ち
出
し
た
人
師
に
霊
味
寺
宝
亮
が
い

る
。
先
に
挙
げ
た
常
磐
氏

の
研
究
で
は

『
浬
葉
経
遊
意
』
を
も
と
に
霊
味

　

高
高
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
富
喜
原
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
灌
頂
撰
『
大

般
浬
繋
経
玄
義
』
に
よ
る
と
霊
味
小
亮
、

つ
ま
り
霊
味
寺
宝
亮
で
あ
る
こ

　

と
が
し
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
常
磐
氏
の
研
究
を
み
れ
ば
十
番
目
の
真

諦
を
正
因
仏
性
と
す
る
説
も
宝
亮
の
説
と
あ
る
。
富
喜
原
氏
の
研
究
で
ぱ

そ
の
点
に
つ
い
て
は
な
に
も
語
ら
れ
な
い
。
宝
亮
の
説
は

『
大
般
浬
藥
経

　

集
義
』

に
記
載
さ
れ

て
い
る

の
で
、

ひ
と
ま
ず
そ

の
説
を
み

て
み
る
。
管

見

の
限

り
で
は
宝
亮

の
正
因
仏
性

の
説
と

し
て
三

つ
み
る

こ
と
が
で
き

る
。ま

ず
は
先
ほ
ど
梁
武
帝

で
あ
げ
た
真
神
を
正
因
仏
性
と
す
る
説
を
み
て

み
る
と
。

『
大
般
浬
繋
経
集
義
』

寳

亮

日
ク
。

佛
性

ハ
非
聚

ハ
是
作

法

略者
。

謂

ク
正

因

佛

性

ハ
非

コ
ト

善

悪

ノ
所
感

唱
。
云

何

力
可
砂
ン
ヤ
造

ク
ル
。
故

二
知

ン
ヌ
。
神

明

ノ
之

膿

ハ
、

根

本

ハ
有

囲
テ
此

昌
、

法

性

ヲ
爲

畝
源

ト
。

若

シ
無

コ
.
ハ
如

瞬
斯

ノ
天

然

ノ

之

質

一
、
神

慮

ノ
之

本

、
其

ノ
用
慮

匹
改

ム
ヘ
シ
。
而

モ
其

ノ
用

常

二
爾

ナ
リ
。

當

二
知

喰

シ
非

ン
ト
始

造

唱
也

。

若

シ
神

明

一
向

二
從

い
ハ
業

昌
、

因

縁

ノ

之

所

稻

起

ル
。

不

⊃
ハ
以

け
此

ヲ
爲

ブ

髄

ト
者

、

今

云
何

ヵ
言

シ
ャ
毒

身

.
之

中

、
有

コ
ト
妙

藥

王

一。

所

謂

ル
佛

性

ハ
、
非

3
ル
ヤ
是

作

法

弔
耶

。

故

二
知

ン
.
。

擦

コ
テ
正

因

暢
而

爲

臨
語

ト
也

。

若

シ
是

果

性

ナ
.
ハ
、

則

チ

毒

身

、
之

中

、

理

自

ラ
無

ナ
リ
也

。

(『
大
正
』
巻

三
七
、
四
六

二
頁
上
段

二
五
行
-

中
段
三
行
)

こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
正
因
仏
性
と

し
て
真
神
を
あ
げ

て
お
り
、
そ

の

根
本
は
法
性
に
あ
る
と
す

る
。
ま
た
始
造

で
は
な

い
と
し
て
本
有
説
を
挙

げ

て
お
り
、
業
に
し
た
が
う
と
因
縁
説
と
な
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
宝
亮

の
説
は

こ
れ
だ
け

に
は
と
ど
ま
ら
ず
。
常
磐
氏
が

『
大
乗
玄

論
』
か
ら
顕
出
し
た
真
諦

に

つ
い
て
も
仏
性
と
関
係
し
て
説
明
し
て
い
る
。

『
大
般
浬
繋
経
集
義
』

寳

亮

日
ク
。

佛

性

錐

匠
在

ン
ト
陰

界

入

.
中

略
、

而

非

コ
.
ハ
陰

ノ
所

掻

唱

者

、

眞

俗

ノ
雨

諦

ナ
リ
。

乃

チ
是

共

昌
成

ユ
一
ノ
神

明

ノ
法

弓
。

而

を
ア
俗
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ハ
邊

コ
ル
モ
恒

二
陰

入

界

暢
、

眞

ノ
髄

ハ
恒

二
無

爲

ナ
リ
也

。

以

コ
ノ
眞

ノ
腫

無

爲

サ
ル
ヲ
故

二
、

錐

匠
在

夙
ト
陰

昌
而

非

コ
ル
ナ
リ
陰

ノ
所

振

暢
也

。

髄

,
性

不

動

ニ
シ
一ア
、
而

用

二
無

⊃
暫

魑

一。
以

コ
ノ
用

ノ
無

誇

席

ル
。
ト
故

一一、
取

芝
ア

爲

コ
ナ
リ
正

因

↓
。
若

シ
無

ヨ
.
ハ
此

ノ
妙

膣

、
爲

考

ト
神

用

,
之

本

外
者

、

則

チ
不

レ
磨

に
言

"
ヘ
カ
一.
錐

匠
在

,
ト
陰

入

界

ノ
中

弔
、

而

非

鵯
ト
陰

入

ノ
所

撮

炉
也

。

(『
大
正
』
巻

三
七
、

四
六
五
頁
上
段

一
〇
行
-
十
六
行
)

こ
の
箇
所

で
は
、
仏
性
は
陰
入
界

の
内

に
存
在
す
る
も

の
か
ど
う
か
と

い
う
問
題

で
あ
る
が
、

こ
こ
を
真

俗
二
諦
を

つ
か

っ
て
説
明
す
る
。
俗
諦

で
あ
れ
ば
陰

入
界
に
辺
接
す

る
が
、
真
諦

の
体
は
無
為

で
あ
り
陰
入
界
に

摂

め
ら
れ
な

い
と
す
る
。

こ
こ
に
お

い
て
神
明

の
法
は
二
諦
に
よ

っ
て
生

成
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
真
諦

の
体

に
は
欠
け

る
こ
と

の
な

い
働

き
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
正
因
仏
性
と
し

て
い
る
と
読

み
取
れ
る
。
さ
ら
に

宝
亮
は
次

の
よ
う
に
正
因
仏
性
を
説
く
。

『大
般
浬
藥
経
集
義
』

寳

亮

日

ク
。

佛

性

二
有

コ
四

種

一
。

謂

絵

正

シ
.
因

縁

弓
。

因

果

及

.

果

果

ナ
リ
也

。

四

名

所

レ
牧

ム
ル
、

旨

無

ゆ
不
堕

ト
壷

サ
。

縁

ト
正

ト
ノ
雨

因

ハ
、

並

,
テ
是

神

慮

ノ
之

道

ナ
リ
。

夫

避

苦

求

安

ハ
、

愚
智

同

シ
ク
爾

リ
。
但

砂
逐

コ
ノ
、、、要

用

り
。
義

ハ
分

テ
ハ
爲

協
ニ
ト
。
取

歌

始

終

常

ナ
ル
解

↓
、

無

誹
ノ
興

癒

一
之

用

ハ
、

録

シ
テ
爲

コ
正

因

↓
。

未

砂
有

考

.
ハ
一
刹

那

ノ

中

暢
。
無

評
此

ノ
解

用

一。
唯

タ
至

咳

佛

一一則

チ
不
動

ナ
リ
也

。
故

二
知

ヌ
。

避

苦

求

樂

ハ
、

此

ノ
之

解

用

ナ
リ
。

非

コ
ル
ナ
リ
是

善

悪

,
因

.
之

所
感

唱

也

。

以

罪
勝

霊

経

↓
云
ク
。

自

性

清

浮

心

ナ
リ
ト
也

。

師

子

吼

品

二
云

ク
。

一
種

ノ
之

中

道

ナ
リ
ト
也

。

而

シ
テ
此

ノ
用

ハ
者

、
不

レ
乖

功
大

理

暢
。

量

二
非

吋
ル
ヤ
正

二
耶

。

(『
大
正
』
巻

三
七
、
四
四
七
頁
下
段
十

二
行
-

二
〇
行
)

こ
こ
で
は
仏
性
を
四
種

に
分

け
る
。
『
浬
藥
経
』
に
説
か
れ
る
因

・
因

因

・
果

・
果
果

で
あ

る
。

ま
た

こ
の
因

・
因
因
は
正
因
と
縁
因
と
し
、

こ

の
二

つ
は
神
慮

の
道

に
し
て
避
苦
求
安

と
す

る
。

こ
の
避
苦
求
安

は
愚

者

(衆

生
)

に
お

い
て
も
知
者

(菩
薩

や
仏

か
?
)

に

し
て
も

同
じ
で

あ
り
、
性
質
が

こ
と
な

り
興
廃
が
な

く
常
住

で
あ
れ
ば

正
因
仏
性

で
あ

る
と
す

る
。

し
た
が

っ
て
常
磐
氏

の
挙
げ

る
五
番
目

の
避
苦
求
楽

を
正

因
仏
性
と
す

る
説
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
が
理
解

で
き
る

の
で
あ
る
。
光
宅

　

寺
法
雲
は
霊
味
寺
宝
亮
の
弟
子
で
あ
る
。
師
弟
の
間
で
同
じ
思
想
が
継
承

さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
五
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番
目
の
避
苦
求
楽
を
正
因
と
す
る
霊
味
寺
淳
も
霊
味
寺
宝
亮
と
同
じ
思
想

を
有
す
る
者
か
本
人
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ぢ
う
か
。

さ
て
霊
味
寺
宝
亮
の
正
因
仏
性
説
を
概
観
す
る
と
、
正
因
仏
性
と
し
て

「真
神
」
「真
諦
」

「避
苦
求
安
」

の
三

つ
を
提
示
す
る
。
し
か
し
そ
の

説
は
神
明
や
神
慮
を
根
本
と
し
て
、
宝
亮
以
前
か
ら
仏
教
界
の
定
説
と
な

っ
て
い
た
神
不
滅
論
を
会
通
す
る
形
で
仏
性
理
解
に
組
み
込
ん
で
い
く
の

で
あ
る
。

お
わ

り
に

中
国
で
は
仏
教
流
入
以
前
か
ら
神
と
い
う
思
想
が
存
在
し
た
。
し
か
し

そ
の
神
は
死
ぬ
と
同
時
に
消
滅
も
し
く
は
離
別
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
神
滅
論
と
し
て
仏
教
側

へ
の
論
難
と

つ

な
が

っ
て
い
く
。
仏
教
流
入
時
も
し
く
は
輪
廻
転
生
を
説
く
経
典
が
翻
訳

さ
れ
る
頃
に
な
る
と
、
善
悪

の
業
を
相
続
す
る
主
体
と
し
て
神
が
登
場
す

る
。
し
か
し
そ
の
神
は
相
続
の
主
体
と
し
て
不
滅
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、

ま
た

一
方
で
は
般
浬
繋
に
も
関
わ
る
思
想
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
し
か

し
な
が
ら
仏
教
界
で
は
輪
廻
転
生
の
主
体
と
し
て
神
は
不
滅
で
あ
る
立
場

を
宣
揚
し
、
永
く
中
国
仏
教
の
思
想
の

一
翼
を
に
な

っ
て
い
く
。
ま
た
『大

般
浬
藥
経
』

の
翻
訳
と
も
に
仏
性
に
関
す
る
研
鎭
が
す
す
み
、
梁
代
で
は

そ
れ
ま
で
の
神
不
滅
論
を
組
み
込
み
な
が
ら
多
彩
な
説
が
展
開
さ
れ
て
い

っ
た
。
吉
蔵
撰

『大
乗
玄
論
』
に
は
そ
れ
ら

の
諸
説
が
十
二
に
分
け
て
紹
介
さ

れ
る
が
、
そ
の
諸
説
は
単
純
に
十
二
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
詳
細
を
み
れ
ば
開
善
寺
智
蔵
は
始
有
説
と
し
て
は
金
剛
心
を
、
本

有
説
と
し
て
は
神
明
を
根
拠
に
当
果
の
理
を
正
因
仏
性
と
し
て
い
る
。
こ

こ
で
は
本
有
説
に
の
み
神
明
が
登
場
し
、
お
そ
ら
く
業
報
の
主
体
と
し
て

で
は
な
く
、
有
情
に
内
在
す
る
仏
性
に
近
い
思
想
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
法
安
法
師
は
神
識
の
冥
伝
不
朽
の
性
質
が
正
因
仏
性
と
す
る
。
神

が
こ
の
性
質
有
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
神
不
滅
論
で
は
当
た
り
前
の
説

で
は
あ
り
、
そ
の
性
質
自
体
を
正
因
仏
性
に
あ
て
た
こ
と
に
他
の
人
師
た

ち
と
の
差
異
が
あ
る
。

梁
代
以
前
か
ら
し
か
し
こ
れ
ら
二
師
の
説
は
ど
れ
も
吉
蔵
著
作
か
ら
し

か
そ
の
根
拠
を
見
い
だ
せ
な

い
。
現
存
資
料
か
ら
直
接
諸
氏
の
仏
性
説
を

み
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
梁
武
帝
と
霊
味
寺
宝
亮
で
あ
る
。

梁
武
帝
は
心
に
内
在
す
る
無
明
の
真
神
が
業
法
相
続
の
主
体
と
し
て
定

義
さ
れ
、
慧
均
撰

『
四
論
原
義
』
と
考
え
合
わ
せ
る
と
本
有
の
仏
性
と
し

て
真
神
が
説
か
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
く
本
有
の
真
神
を
正
因
仏
性
と
す
る
霊
味
寺
宝
亮
に
つ
い
て
、
正

因
仏
性
と
し
て
三
つ
の
見
解
が
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
た
。
し
か
し
宝
亮
の
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提
示
す
る

「
真
神
」

「
真
諦
」

「
避
苦
求
安
」

の
ど

の
説
を

み
て
も
、

「真

神
」

は
神
明

そ

の
も

の
で
あ

り
、

「真
諦

」
は
神
明
を
生
成

す
る
無
為

の

存
在

で
あ

り
、

「避
苦
求
安
」

は
神
慮

の
道

と
し
て
説
明
さ
れ
、
そ

の
ど

れ

に
も
神
不
滅
を
継
承

し
て
正
因
仏
性
を
説
明
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

梁
代

で
は
神
不
滅
か
神
滅
か
と

い

っ
た
論
争
よ
り
も
、
『
浬
藥
経
』

に

出
て
く
る
仏
性
と
神
と

の
関
係

に
論
争
が
移

っ
て
い

っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

こ
う

い

っ
た
梁
代

に
仏
性

と
神

を
会
通
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
人
師

に
は
神

に
対
す

る
共
通
の
見
方

が
存
在
す

る
こ
と
が
伺
え

る
。

一
つ
に
は

神
を
正
因
仏
性
と
定
義
す

る
際
は
必
ず
本
有
説
を
と
る
こ
と
、

二
つ
に
は

神

は
不
朽

・
不
失

・
不
移

・
不
断
な
ど

の
性
質
を
有

し
て
い
る
こ
と
、
三

つ
に
は
本
有
と

し
な
が
ら
も
業
報

の
主
体

と
し
て
見
る
見
方
を
も

っ
て
い

る

こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
三

つ
目

の
見
解
だ
け
は
開
善
寺
智
蔵
が

始
有
説
と
し
て
金
剛
心
を
挙
げ

て
他

の
三
人
と
は
違
う
見
解

を
出
し
て
い

る

こ
と

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

28
註①

今
回
は
以
下

の

『
説
文
解
字
』
を
用

い
た
。

(撰
)
許
慎

(注
)
段
玉
裁

(整

理
)
許
惟
賢

『説
文
解
字
注
』
(責
任
編
輯
、
王
華
宝
。
鳳
鳳
出
版
傳
媒
集
団
。

②③④⑤⑥

二
〇
〇
七
年
)。

仏
教
流
入
以
前

の

「神
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
津
田
左
右
吉

『
シ
ナ
仏
教
の

研
究
』
(岩
波
書
店
、

一
九
五
七
年
)
所
収

の

「
シ
ナ
思
想
に
お

い
て
の
神

の

意
義
」
が
詳
し
い
。
(九
五
-

一
四
三
頁
)

詳
し
く
は
河
野
訓

「
「中
有
」
「神
」
漠
訳
考
」
(『東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
創
刊

号
、
二
〇
〇
三
年
)、
同

「古
訳
期
に
お
け
る
識
神
と
常
主

」
(『
東
ア
ジ
ア
仏

教
研
究
』
四
号
、
二
〇
〇
六
年
)
、
同

「西
晋

・
東
晋

の
漢
訳
仏
典

に
お
け
る

「降
神
」

の
観
念
」
(『
皇
學
館
大
学
文
学
部
紀
要
』
四

一
、
二
〇
〇
二
年
)
、

同

「漢
訳
仏
典

に
お
け
る

「神
」

の
研
究
」

(『神
道
史
研
究
』

四
九
巻

一
号
、

二
〇
〇

一
年
)、
さ
ら
に
津
田
左
右
吉

『
シ
ナ
仏
教
の
研
究
』

(岩
波
書
店
、

一

九
五
七
年
)
所
収

の

「仏
家

の
神

の
用
語
の
用
ゐ
か
た
」

(
一
四
四
-

一
六
〇

頁
)
を
参
照
。

伊
藤

隆

寿

「梁

武
帝

「神

明
成

仏
義

」

の
考
察

ー
神

不
滅

論

か

ら
起

信

論

へ
の

一
視

点

」

(『
駒

沢
大

学

仏
教

学

部

研
究

紀

要

』

四
十

四
、

一
九

八

六
年

)

二

一
九
-

二
二

一
頁

常

磐

大

定

『
佛
性

の
研

究

』

(丙

午

出

版
社

、

一
九

三
〇

年

)
。

『
大

正
』

巻

四

五
、

三

五
頁

下

段

二
十
行
-

下

段

二
四
行

。

富

貴

原

章

信

『
中

国

日
本

仏
性

思

想

』

(国

書
刊

行

会

、

一
九

人

八

年
)

十

二
頁
-

一
=

頁

参

照

。
伊

藤

隆

寿

「
四
論
玄

義

の
仏
性

説

」

(
『
印
度

学

仏

教

学

研

究

』

二

一
-

一
、

一
九

七

二

年

)
。

同

「
四
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四

論
玄
義

仏
性
義

の
考
察

」

(
『
駒

沢
大
学
仏
教
学
部

研
究
紀

要
』

三

一
、

一
九
七

三
年
)
。
三
桐
慈
海

「吉
蔵

の
仏
性
義
」
(『
大
谷
学
報
』

六
九
ー

三
、

一
九
八
九
年
)

⑦

富
貴

原
章
信
前
掲
論
文
十
六
頁
参
照
。

⑧

『
沙
門
不
敬
王
者
論
』

第
五

神
ナ
ル
ハ
也
者
、
圓
磨
無
生
、
妙
盤
無
名
ナ
リ
。

・
:

(中
略
)

・
:
推

写
此

而
論

。
レ
ハ
、
則
チ
知
秘
ナ
リ
化

ハ
以
呼
情
ワ
感
シ
、
神

ハ
以
け
化
ヲ
傳

へ
、
情

ハ為
コ
化

ノ
之
母
↓
、
神

ハ
為
コ
情

ー
之
根
↓
、
情

.一有
コ
會

物
ノ
之
道

一、
神
昌
有
惣

冥
移

お

ノ
之
功

上
。
但

タ
悟

協
徹

ヲ
者

ハ
反
四
本

一一、
惑

"
理

昌者

ハ
逐
"
、
.、物
ヲ
耳
。
…

(中

略

)

…
。

論

者

ハ
不

レ
尋

評
方

二
生

シ
方

二
死

ラ

之

説

↓
、

而

惑

シ
聚
訓
散

昌
於

一
化

》
。

不

レ
思

か
神

道

昌
有

逡
ト
ワ
妙

物

ノ
之

璽

一、

而

シ
テ
謂

コ
ハ
精

鹿

同
ク
盤

燦
、

不
訪
亦
悲

↓
ラ
乎

。

(『
大

正
』

巻

五

二
、

三

一
頁

下

段

七
行
ー

二
五
行

目

)

⑨⑩

『
大
般

浬
藥

経
』

「若
無

明
轄

則
饗
為

明
。
」

(『
大

正
』
巻

一
二
、

四

=

頁

二
三
行
目
)

「経

に
云
く
」

の
箇

所
は
出
典

不
明

で
あ

る
。
伊
藤
隆
寿
氏
は
沈
績

の
注
な

ど
を
考
え
合

わ
せ
、

正
因
佛
生
を
説
く
も

の
と
し
て
法
亮
や

智
蔵

・
僧
柔
の
説
と

の
酷
似
を
あ
げ

て
い
る
。

(伊
藤
氏
前
掲

論
文

二
三
八
ー

二
三
九
頁
)

⑪
吉
蔵
撰

『
浬
繋
経
遊
意
』

第

一
昌
鍵
味

高
高

ハ生

死
ノ
之
中

二
巳

昌
有
コ
真
神
,
之
法

一
。
但
"
未
3
顯
現

↓
ル
ノ
。、。
如
瞬
す
蔽
ゴ
レ
ル
ヵ
黄

金
弔
。

(『
大
正
』
巻

三
人
、
二
三
七
頁

下
段

一
行
-

九
行
)

⑫
灌
頂
撰

『
大
般
浬
繋
経
玄
義
』

疑
味
小
亮

云
バク
。
生
死
ノ
之
中
、
本

謬
有
コ
真
神
ノ
之
性

一。

(『
大
正
』
巻
三
八
、
十
頁
上
段

二
二
行
ー

二
九
行
)

⑬

『
大
般
浬
繋
経
集
義
』

は
宝
亮
撰

と
題
さ
れ
る
注
釈
書

で
あ
る
。
そ

の
内
容
は
梁
代
に
活
躍

し
た
仏
教
僧

の
説
が

「何
某

日
」
と
し
て
列

挙
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
そ

の
な

か
に

「宝
亮
日
」
と

し
て
編
者

で
あ

る
宝
亮

の
意
見
が
同
じ
く
記
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
宝
亮

の
撰
述
が

か
ね

て
よ
り
怪

し
ま
れ

て
い
る
。

詳
し
く
は
藤
本

賢

一

「
「大
般

浬

藥
経
集
義

」

の
編
者

に

つ
い
て
」

(
『
天
台
学

報
』
十

四
、

一
九
七

二
年
)
。

⑭

富
喜
原
前
掲
論
文
十
六
頁
参
照
。


